
 

今回は 夏休みに行われた関ジモト大学 の報告（その２）です。 
 

◇ オンラインセミナー「関ジモト大学２０２３ online」 
今年度は、昨年度に引き続きオンラインセミナーを実施しました。関市で活躍する「せき・ま

ちづくりＮＰＯぶうめらん」が主催する「関ジモト大学 online」の場をお借りして、関市内の

１２企業と各企業のＳＤＧｓに関わる取り組みについての話を聞き、生徒が意見交換を行いまし

た。 

◇ 企業紹介 

【(株)ヤマジ】 

 印刷技術で社会的課題を解決。販売促進を中心に、お客

様企業に様々なアイテムを提案しています。また独自の

EC ノウハウにより、マニアックな商品の展開も行っています。 
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◇ 関ジモト大学を受けて 生徒の感想 
・今回の講座で一番興味深かったのは質問の部分で、SDGs 企業の方針において絶対的なも

のでは無いということが分かりました。確かに SDGs を軸として企業の方針をそのまま変

えるのはメリットも大きくないので、元々何かある方針に SDGs がたまたまくっついてく

る位のスタンスじゃないと営業的に良くないと感じました。 

 

・山中さんのお話を聞いて、基本的に学校は SDGs 万歳みたいな感じで変な感じがしてい

たけれど、自分たちのビジネスの上に SDGs があると聞いてなんと言うかスッキリしまし

た。色々目標があるけれど、絞って考えていきたいです。AI や色々な国、経済などについ

てのお話も面白くて、配信者みたいな感じで楽しく聞けました。ありがとうございました。 

 

・今まで言われたことの無い、全くの新しい視点を教えていただけた。今までの中学校とか

の SDGS に対する教育の、単に、「環境に優しくしましょう」だけのような浅い話ではな

く、その背景や取るべき態度について教えていただけて、とても有意義な講座だった。自分

は元々学校で強制されるような SDGs の教育があまり好きではなかったけれど、その背景

や時事問題と照らし合わせて自分でかんがえてみるのはとても面白いと感じた 

 

・今回印刷技術というところに惹かれて講座を聞きましたが、自分の想像していたことより
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ももっと多くのことをやられているということに驚きました。印刷技術ということですから

印刷をしてどう SDGs に関わっているのかということが想像できず話を聞いていましたが

「あぁ、なるほど」と思える部分がたくさんあり興味深いお話を聞けることができました。 

 

・幅広い業務で会社を盛り上げていてとても刺激的でした。印刷業界の市場が低下している

中でも、新商品の開発に取り組んだり、地域とタッグを組んだりして、積極的に活動してい

ることがわかりました。質問の時間では、世界的な課題から AI との関わりまで、いろいろ

な面からお話を聞けて面白かったです。今のうちにしっかり勉強をして、いい大学に入るこ

と、人脈をひろげて違った人達と出会うことが大切だとわかりました。 

 

・私も SDGs に対して少し不信感のようなものを感じていました。今の話を聞いて事業を

するうえで大事なのは企業理念であり SDGs はおまけのようなものにすぎないことがわか

りました。そのような意味では今の世間の風潮はおかしいのではないかと思いました。その

ような気付きがあるとても有意義な時間を過ごせました。 

 

・山中さんの話をきいて、企業をたてるうえでの難しさや海外に行くことのよさを知ること

ができました。企業を回すには資金が血液となっているという話が印象的でした。資格のは

なしをきいて自己投資の必要性を感じました。質問で、私は SDGs の目標をたてても環境

保全と経済発展を同時することは難しいと思います。その両立はどうすれば可能になると思

いますか 

 

・印刷という仕事において、どのように社会貢献をするのか気になって受講しました。 

印刷という仕事を通して関市刃物だったり鵜飼だったり、地域の認知度を高めるという形で

地域社会を担うのはとても納得しました。また、SDGs に対する価値観もとても共感しまし

た。SDGs に沿うことも確かに大切ですが、それ以前にビジネスを保つことが生きるために

は大切であり、あくまでビジネスをする上で SDGs に沿う物があればそこを重点的に活動

するという価値観に感心しました。 

 

・SDGs と最近は唱えられてばかりいるけど確かに SDGs のために企業は働いているわけ

ではないと思えた。だけどその中でも利益なども考慮しながら少しは環境や社会のために考

えていくことが大切だとわかった。SDGs にとらわれすぎても良くないけどどうゆうところ

でなにが活かせるのかを考えていきたいと思いました。 

 

・今日はこのような素敵な講座をありがとうございました。私は今まで SDGs を企業は徹

底して取り組む姿勢を見せて行かなければ行けないものだと考えていましたが今回の講座で

企業のあり方と SDGs の関係を深く考えることができて考え方が少し変わりました。高校

生活では感じられない会社のリアルな面をしれた気がしてとても興味深かったです。 

・本日はこのような機会を設けていただきありがとうございました。今回の講座で株式会社

ヤマジ様の SDGs に対する思いや考えを聞くことができてよかったです。また地元で働く

ことに対しての魅力も分かりました。今回学んだことを今後の自分の成長に繋げたいと思い

ます。お忙しい中講座を開いていただきありがとうございました。 

 



・SDGs を神格化するのではなく、もともとある会社の理念に合うものだけ取り組むという

考え方は共感できました。会社の得意分野で国際問題の解決に貢献できればいいと思いま

す。ただ SDGs は正しいものと信じ込まず、クリティカルシンキングを大事にしたいと感

じました。また、『先進国では物が余っていて、発展途上国では物が足りない現状』につい

ての話は興味深かったです。 

 

・あまり聞くことができない経営者目線の SDGs の考え方が聞けて、とても面白かったで

す。僕が特に興味深く感じたのは、途中で話題に挙がった AI と仕事についてです。将来 AI

に仕事をとられるかもかれない、という質問の答えの、仕事がとられるならとられない仕事

をすればいい、が僕にとって衝撃的でした。これまで僕は AI が進歩するなら自分たちも進

歩しなくては、と思っていたからです。 

 

・SDGs という世界の大きな課題に対する目標が掲げられている中でただそれに便乗して行

動するのではなくその行動が本当に解決に繋がるのかどうかや SDGs が掲げる目標が本当

によりよい世の中にしていくものに繋がるのかなど、批判的な思考も時には持って自ら考え

ていくことも大切だと思いました。私は SDGs が少し不十分な部分があると思うので、自

分なりの考えを持って行動していきたいです。 

 

・商品を開発する中でヒットするため、お客さんの意見を取り入れた商品や社会問題を意識

したような商品など工夫して売り出していることがわかりました。また、地域に貢献するた

めに鵜飼がデザインされた包丁など地域の企業の活性化をはかるなど色んなことを考えて新

商品を出していることがわかりました。将来、商品開発に関わる仕事に就いた時この考え方

を活かしていきたいです。 

 

・自社の話に留まらず、個人の体験や世界情勢についての話など興味深い内容が盛りだくさ

んだったと感じました。SDGs を盲信するなという話が特に印象に残っていて、SDGs のた

めだけに活動をするのではなく、あくまで己の理念を中心に置いた上でそういった社会課題

を解決するようにしたいです。貴重なお話ありがとうございました。 

 

・お仕事をする中で、目的や理念を一番に大切にして、その中で SDGs に繋がるものがあ

るということを知ることができました。ヤマジさんでは、紙のリサイクルや無駄に使わない

ことを通して、SDGs の取り組みに貢献していると知って、一つの方法だけではなく、色々

な方法で社会に貢献できるのだとわかりました。今回の話を聞いて、また新しい考え方を学

びました。ありがとうございました！ 

 


